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█ Ⅰ. ＰＩＳＡ調査について 

 参加国が共同して国際的に開発し、実施している 15歳児を対象とする学習到達度調

査。 

 読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーの 3分野について調査。 

 2009 年に 65か国・地域（OECD 加盟国 34、非加盟国・地域 31）、約 47万人の生徒を

対象に調査を実施した。なお、2000 年調査には 32か国（OECD 加盟国 28、非加盟国 4）

が、2003年調査には 41か国・地域（OECD 加盟国 30、非加盟国・地域 11）が、2006

年調査には 57か国・地域（OECD加盟国 30、非加盟国・地域 27）が参加。 

 PISA2009年調査の国際的な調査の実施・調整は、オーストラリア教育研究所（ACER）

を中心とするコアＡとオランダ教育測定研究所（Cito）を中心とするコアＢの 2 つの

国際コンソーシアムが行っている。前者は主にテスト問題の開発、調査の実施・調整、

データの収集、結果の分析等を、後者は主に質問紙調査の開発、データの収集、結果

の分析等を行っている。日本では、コアＡのメンバーでもある国立教育政策研究所を

中心に、文部科学省及び国立大学法人東京工業大学教育工学開発センターと連携・協

力して PISA 調査を実施。 

 

 

【 調査サイクル 】 

 PISA 調査は 2000 年に第 1回目の本調査が実施され、以後 3年ごとのサイクルで調査

が継続されている｡2009年本調査は第 4サイクルにあたる。 

 各調査サイクルでは調査時間の 3分の 2を費やす中心分野を重点的に調べ、他の 2つ

の分野については概括的な状況を調べる。2000年調査では読解力、2003 年調査では

数学的リテラシー、2006 年調査では科学的リテラシー、さらに 2009 年調査では再び

読解力が中心分野となった。なお、2003 年調査ではこれら 3分野に加え、問題解決能

力についても評価したが、2006年調査及び 2009年調査では実施していない。 

 

 

【 内 容 】 

 2009 年調査では読解力を中心分野として、数学的リテラシー、科学的リテラシーの 3

分野を調査。 

 PISA 調査は、義務教育修了段階の 15歳児が持っている知識や技能を、実生活の様々

な場面でどれだけ活用できるかをみるものであり、特定の学校カリキュラムをどれだ

け習得しているかをみるものではない。 

 思考プロセスの習得、概念の理解、及び各分野の様々な状況でそれらを生かす力を重

視。 

 読解力の定義が、「自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、効果的に

社会に参加するために、書かれたテキストを理解し、利用し、熟考し、これに取り組
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む能力」（下線：新たに加えられた部分）となった。読解力はただ単に読む知識や技

能があるというだけでなく、様々な目的のために読みを価値付けたり、用いたりする

能力によっても構成されるという考え方から、「読みへの取り組み」（engaging with 

written texts）という要素が加えられた。つまり、読むことに対してモチベーショ

ン（動機付け）があり、読書に対する興味・関心があり、読書を楽しみと感じており、

読む内容を精査したり、読書の社会的な側面に関わったり、読書を多面的にまた頻繁

に行っているなどの情緒的、行動的特性を指す。 

 

 

【 調査対象 】 

 15 歳児に関する国際定義に従って、わが国では、調査対象母集団を「高等学校本科の

全日制学科、定時制学科、中等教育学校後期課程、高等専門学校」の 1年生、約 117

万人と定義し、層化二段抽出法によって、調査を実施する学校（学科）を決定し、各

学校（学科）から無作為に調査対象生徒を選定した。2009年の筆記型調査には、全国

の 185 校（学科）、約 6,000 人の生徒が参加。 

 

 

【 調査方法 】 

 2009 年の筆記型調査では、各生徒はテスト問題に 2時間取り組んだ｡なお、国際オプ

ションとして、わが国を含む 19か国・地域でコンピュータを使用した読解力調査（次

頁以降を参照）を実施。 

 PISA 調査は、多肢選択式及び自由記述式等の問題から構成されている｡設問は、実生

活で遭遇するような状況を説明する文章等に基づいて解答するものとなっている｡ 

 2009 年の筆記型調査では総計 6.5 時間分に相当する問題を使用し、問題の組み合わせ

によって 13種類（冊）のブックレット（テスト問題群）が準備された。各生徒はそ

のうちの 1種類のブックレットに、2時間かけて解答｡ 

 生徒自身及び学習環境等に関する情報を収集するための生徒質問紙（生徒対象）、学

校に関する情報を収集するための学校質問紙（校長対象）を実施。それぞれ回答時間

は約 30分程度｡ 

 

 

【 結果の分析尺度 】 

 OECD 加盟国の生徒の平均得点が 500 点、約 3分の 2の生徒が 400 点から 600点の間に

入るように換算（OECD加盟国の平均が 500 点、標準偏差が 100 点）。ただし、平均得

点については、2000 年調査以降トルコ、スロバキア、チリなどの国が OECD に加盟し

たこともあり、必ずしも 500点になっていない。 

 PISA 調査では、調査分野ごとに、調査問題の難易度をもとに得点をスケール化したも

のを習熟度（proficiency）あるいは習熟度レベル（proficiency level）と呼んでい

る。2009年調査の評価の枠組みの検討にあたっては、読解力の習熟度レベルについて、
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高いレベルと低いレベルをより詳細に測定、分析することが必要ではないかとの議論

がなされ、読解力の習熟度レベルの見直しが行なわれた。これにより、2000 年調査以

降使われていた 6 段階（レベル 5、レベル 4、レベル 3、レベル 2、レベル 1、レベル

1未満）の習熟度レベルが、8段階（レベル 6、レベル 5、レベル 4、レベル 3、レベ

ル 2、レベル 1a、レベル 1b、レベル 1b未満）となった。なお、数学的リテラシー及

び科学的リテラシーは、それぞれこれまでの 7段階（レベル 6～レベル 1未満）で変

更はない。 

 

 

█ Ⅱ. デジタル読解力調査について 

１．デジタル読解力調査とは？ 

PISA調査では、読解力を「自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、効

果的に社会に参加するために、書かれたテキストを理解し、利用し、熟考し、これに取り

組む能力」と定義付けている。このうち「書かれたテキスト」とは、プリントされたテキ

ストだけでなく、インターネットやコンピュータ上でアクセスできるようなデジタルなテ

キストも含まれる。したがって、デジタルテキストに基づく「デジタル読解力」は、上述

の読解力の一部とみなされる。 

職場においてだけでなく、個人としての生活や社会生活、市民生活の場などにおいて、

ICT スキルは重要性を増している。情報に通じ、社会と関わっていくためには、ICT スキ

ルを通じて情報にアクセスするだけでなく、インターネットを効果的に利用する技能・知

識を持っていることが必要となる。このように今後ますますデジタルテキストがあらゆる

分野に入り込むことが予測されるため、すでに、読解力を中心分野とする第 1回目の

PISA2000年調査において、将来的には、評価問題冊子（ブックレット）及び質問紙に解

答（回答）する筆記型から、コンピュータを使って問題を解き、解答（回答）を集計し、

採点する方向になると考えられ、国際的に様々な機関・関係者によって、調査の枠組みや

調査手法などの開発が行われてきた。 

プリントされたテキストの読解（プリント読解）とデジタルテキストの読解（デジタル

読解）に必要な技能は基本的に同じであるが、媒体としての性質の違いからもたらされる

ものとして、例えば、「情報へのアクセス・取り出し」では両者とも情報を選択、収集し、

取り出す技能が求められるが、デジタルテキストでは、それに加え複数のナビゲーショ

ン・ツールを利用し、多くのページを横断しながら、特定のウェブページにたどり着き、

特定の情報を見つけ出す技能が求められる。あるいは「統合・解釈」では、プリントテキ

ストの場合、すでに構築されている連続的なテキストの内部において情報をまとめるのに

対し、デジタルテキストの場合、リンクを選択し、テキストを収集、理解するプロセスに

おいて、それぞれのテキストの重要な側面を読み手自身が構築していくという違いがある。

さらに「熟考・評価」では、プリントテキスト以上に、デジタルテキストでは情報の出所

や信頼性、正確さを吟味、判断しなければならない、などである。すなわち、デジタルテ

キストの読解にはプリントテキストの読解に加えて、新たな力点や戦略が必要とされる。

PISA2009年調査のデジタル読解力調査で使用されたテキストはハイパーテキストに限定

されているが、その中でも多様なテキストが含まれている。 
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なお、PISA2009年調査におけるデジタル読解力調査は、国際オプションとして実施さ

れ、予備調査には 23 か国・地域が、また本調査には 19 か国・地域が参加した。日本は予

備調査、本調査のいずれにも参加した。 

 

（注）コンピュータを使用した PISAの読解力調査を、OECD 事務局ではデジタル読解力調査（Digital Reading 

Assessment）、PISA国際センターでは電子版読解力調査（Electronic Reading Assessment: ERA）と呼んで

いるが、調査結果の公表は基本的に OECDが担当しているため、ここではデジタル読解力調査とした。また、

PISA2006年調査では、学校に持ち込んだラップトップ・コンピュータを使用した科学的リテラシー調査

（Computer-Based Assessment of Science(CBAS)）を実施し、日本は予備調査のみに参加した。ただし、本調

査を実施した国は 2か国のみであった。デジタル読解力調査は、この時の成果及び経験を発展させたものであ

る。 

 

 デジタル読解力調査参加国・地域 

・ＯＥＣＤ加盟国（１６か国） 

 

  オーストラリア オーストリア ベルギー チリ デンマーク フランス 

  ハンガリー アイスランド アイルランド 日本 韓国 ニュージーランド 

 ノルウェー ポーランド スペイン スウェーデン 

  

  ・非ＯＥＣＤ加盟国・地域（３か国・地域） 

    コロンビア  香港  マカオ                

   

 

 

 

（１）PISA2009 年デジタル読解力調査の国際結果公表にあたっては、OECDはデジタル読解力の

ほか、筆記型の読解力をプリント読解力（print reading literacy）、デジタル読解力と

プリント読解力の算術平均として捉えられる合成読解力（composite reading literacy）

を用いており、この「国際結果の概要」においてもそれらの用語を使った。 

（２）日本語版国際結果の概要を作成するにあたっては、OECD の PISA2009 年調査国際結果報

告書シリーズ（Volume VI: Students on Line: Reading and Using Digital Information）

に盛り込まれる内容を踏まえ、わが国の結果を中心とする形に図表等の構成を変えるとと

もに、わが国に参考となる結果を中心に構成している。 

（３）PISA2009年調査では、生徒質問紙のほか、国際オプションとしてコンピュータの利用等

に関する ICT質問紙も実施しており、日本を含む 44 か国・地域が参加したが、デジタル

読解力調査に参加したのはそのうち 17か国・地域である。本文中の記述及び図表では、

生徒質問紙に関しては 19 か国・地域のデータ、ICT 質問紙に関しては 17か国・地域のデ

ータを取り上げている。 

（４）本文中及び図表での国名については略称を用いるとともに、国としての参加ではない場

合もあるが、煩雑さを避けて「国」としている。 
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２．デジタル読解力調査の対象、問題及び実施方法 

（１）調査対象 

PISA2009年の筆記型調査に参加した生徒の一部。日本は 185 校（学科）、約 6,000 人

の筆記型調査参加者の中から 109校（学科）、約 3,430人が参加。 

 

 国・地域名 参加学校数 参加生徒数 

 

 

 

 

Ｏ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

加

盟

国 

オーストラリア ３３４ ２,９９０ 

オーストリア ２５６ ２,６２２ 

ベルギー ２４７ ２,７９６ 

チリ １９８ １,６９９ 

デンマーク ２２０ １,２７０ 

フランス １４０ １,３０１ 

ハンガリー １８３ １,７９２ 

アイスランド １１８  ９６０ 

アイルランド １４１ １,４０７ 

日本 １０９ ３,４２９ 

韓国 １５６ １,４７７ 

ニュージーランド １４５ １,７５２ 

ノルウェー １８０ １,９７２ 

ポーランド １７９ １,９８６ 

スペイン １６３ １,６８１ 

スウェーデン １７９ １,９２１ 
非
加
盟
国 
・ 
地
域 

コロンビア １３６ １,４７８ 

香港 １４９ １,４５０ 

マカオ ４４ ２,５１９ 

 計 ３,２７７ ３６,５０２ 

 

 

（２）調査問題 

筆記型の読解力(プリント読解力)調査問題とは別の調査問題を使用。筆記型の問題との

大きな違いは、問題を解くために、ホームページへのアクセス、ボタンのクリック、コピ

ー&ペースト、eメールの送受信、ウェブの掲示板への書き込み等、いわゆる ICTリテラ

シーに関する知識・技能が必要な点である。 

 

（３）調査の実施方法 

コンピュータを使用したデジタル読解力調査は、筆記型調査の終了後、生徒が普段、学

校の ICT学習等で使用しているコンピュータを用いて実施する。調査問題の入った CDROM

または USB メモリーからコンピュータを立ち上げ、調査を開始。生徒は練習問題に取り組
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んだ後、調査問題に取り組むが、それらの解答は、調査終了後、自動的に USB メモリーに

吸い上げられ、回収された。調査の主な流れは以下のとおり。 

 

約 5 分間 導入・説明等 

約 10分間 練習問題 

40分 コンピュータ使用型調査 

約 5 分間 CDROM、USB メモリー等の回収 

計 1 時間  

 

３．デジタル読解力とプリント読解力の違い 

 

特 徴 デジタル読解力 プリント読解力 

調査の方法 コンピュータ使用型調査 

（コンピュータ画面による調査問題の

提示・解答、解答データの収集） 

筆記型調査 

（ブックレット、鉛筆） 

参加国・ 

地域 

19か国・地域（OECD加盟 16、非加盟国・

地域 3） 

65 か国・地域（OECD 加盟 34、

非加盟国・地域 31） 

調査対象 筆記型調査を受けた生徒のうち、109 校

（学科）の約 3,430 人の高等学校 1年生

（参加国全体で約 36,000 人）が参加。 

185 校（学科）から約 6,000 人

の高等学校 1 年生（参加国全体

で約 47万人）が参加。 

調査問題数 ９ユニット（２９題） ２９ユニット（１０１題） 

調査時間 ４０分 １２０分（ただし、このうち読

解力に費やされた調査時間は

生徒 1人当たり平均約 65分） 

分析尺度 デジタル読解力のみ（問題数が尐ない

ため下位領域なし） 

総合読解力及び下位領域とし

て 3つの側面（「情報へのアク

セス・取り出し」「統合・解釈」

「熟考・評価」） 
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４．デジタル読解力問題の内容・出題形式別問題数 

 

内 容 問題数 多肢選択 

形式問題数 

複合的多肢選

択形式問題数 

自由記述形式 

問題数 

テキストの環境別     

静的テキスト １９ １４ ０ ５ 

動的テキスト ８ ４ ３ １ 

混成型テキスト ２ ０ ０ ２ 

    計 ２９ １８ ３ ８ 
     

テキストの形式別     

連続型テキスト ２ ２ ０ ０ 

非連続型テキスト ３ ２ ０ １ 

混成型テキスト ２ １ ０ １ 

複合型テキスト ２２ １３ ３ ６ 

    計 ２９ １８ ３ ８ 
 

テキスト・タイプ別     

議論 ６ ４ ０ ２ 

記述 ９ ６ １ ２ 

解説 ９ ７ ０ ２ 

処理 ４ １ ２ １ 

特定できないもの １ ０ ０ １ 

    計 ２９ １８ ３ ８ 
     

側面別     

情報へのアクセス・取り出し ７ ７ ０ ０ 

統合・解釈 １０ ９ １ ０ 

熟考・評価 ６ ２ ０ ４ 

複合されたもの ６ ０ ２ ４ 

    計 ２９ １８ ３ ８ 
     

用途・状況別     

私的 ６ ２ ２ ２ 

公的 １３ １０ ０ ３ 

職業的 ７ ４ １ ２ 

教育的 ３ ２ ０ １ 

    計 ２９ １８ ３ ８ 
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５．デジタル読解力とプリント読解力習熟度の関係 
各レベル

での得点
の下限 

プリント 
読解力 

デジタル読解力 
合成 

読解力 習熟度 
レベル 各レベルの特徴 

６９８ レベル６ 
レベル５ 

以上 

レベル５以

上まで到達

した生徒の

割合：7.8% 

（ＯＥＣＤ

平均） 

習熟度レベル５以上の生徒は次のことがで

きる。あいまいな状況で、見慣れない文脈に

関連した情報を探し出し、分析し、批判的に

評価すること。テキストを評価する基準を作

り出すこと。明確な指示がない複雑なサイト

間のナビゲーションを行ったり、様々な形式

のテキストから詳細な情報を得ること。 

レベル６ 

 

 

６２６ 

 

 

レベル５ 

 

 

レベル５ 

 

 

 

 

５５３ 

 

 

 

 

レベル４ 

レベル４ 

 
レベル４ま

で到達した

生徒の割

合：30.3% 

（ＯＥＣＤ

平均） 

 

習熟度レベル４の生徒は次のことができる。

様々な形式でのテキストから構成されるい

くつかのサイト間をナビゲーションしたり、

見慣れた、個人的あるいは実際的な文脈に関

連付けて評価のための基準を作り出したり

しながら、いくつかのソースから情報を得

て、それを評価すること。科学的、技術的な

文脈において、わかりやすい基準に従って複

雑な情報を説明すること。 

 

 

 

 

レベル４ 

 

 

 

４８０ 

 

 

 

レベル３ 

レベル３ 

 

レベル３ま

で到達した

生徒の割

合：60.7% 

（ＯＥＣＤ

平均） 

 

習熟度レベル３の生徒は次のことができる。

わかりやすい対象の情報を見つけるために、

いくつかのサイト間をナビゲーションした

り、課題が明白には示されていない場合、単

純なカテゴリーを創り出したりしながら、情

報を統合すること。情報が直接的にアクセス

可能な場合のみや、アクセス可能な情報の一

部が求められる場合のみ、評価することがで

きる。 

 

 

 

レベル３ 

 

 

 

 

４０８ 

 

 

 

 

レベル２ 

レベル２ 

 

レベル２ま

で到達した

生徒の割

合：83.1% 

（ＯＥＣＤ

平均） 

 

習熟度レベル２の生徒は次のことができる。

通常見慣れた文脈に関連付けながら、わかり

やすい情報を探し出し、解釈したりするこ

と。明確な指示が与えられたり、低いレベル

の推論が求められるだけの状況において、限

られた数のサイト間のナビゲーションを行

ったり、ドロップダウン・メニューなどのウ

ェブツールを応用すること。定義付けられた

カテゴリーに明白に適合する例を認識しな

がら、異なる形式で示された情報を統合する

こと。 

 

 

 

 

レベル２ 

３３５ レベル 1a  

レベル１ 

以下 

 レベル 1a 

２６２ レベル 1b レベル 1b 

 レベル 1b 

未満 

レベル 1b 

未満 
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６．デジタル読解力問題の難易度とその特徴 

 

 

 

 

 

 

「匂い」問２ 

（６５７点） 

「お仕事検索ネット」問２ 

（完全正答）（６２４点） 

「匂い」問１ 

（５７２点） 

「手助けしたい」問４ 

（完全正答）（５６７点） 

「お仕事検索ネット」問３ 

（５５８点） 

「手助けしたい」問４ 

（部分正答）（５２５点） 

「匂い」問３ 

（４８５点） 

「お仕事検索ネット」問１ 

（４６３点） 

「手助けしたい」問３ 

（４６２点） 

「お仕事検索ネット」問２ 

（部分正答）（４６２点） 

「手助けしたい」問２ 

（４１７点） 

「手助けしたい」問１ 

（３６２点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題の難易度 習熟度レベル 
各レベルにいる生徒の

特徴の一例 

レ
ベ
ル
４ 

レ
ベ
ル
３ 

レ
ベ
ル
２ 

レ
ベ
ル
５

以
上 

レ
ベ
ル
１ 

以
下 

情報が直接アクセス可能ないくつか

のサイトをナビゲーションし、単純

なカテゴリーを作ったりしながら、

情報を統合すること。 

限られた数のサイトをナビゲーショ

ンし、見慣れた文脈からわかりやす

い情報を探し出し、解釈すること。 

様々な形式のサイトをナビゲーショ

ンし、見慣れた文脈から情報を得て、

それを評価すること。 

複雑なサイトをナビゲーションし、

あいまいな状況、見慣れない文脈か

ら詳細な情報を探し出し、分析し、

批判的に評価すること。 

408点 

480点 

553点 

626点 
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